
 長薬同窓会東京支部の発展  

                            東京支部長 堀  泰 助 

東京支部は「浦陵会東京支部」として発足し，以来東京を中心に近隣各県(現在の首

都圏）在住の方々によって構成され，現在に至っています 1)。これは当時の東京が西の

地から遠く離れ，卒業生も少なかったことにもよります。 

 東京支部の最も古い記録は「長薬同窓会東京支部会報第 1 号」(昭和 49 年,1974 年）

で，当時の同窓会会長 高取治輔先生が「回顧 50 周年京浜同窓会の事ども」に，大正 14

年 12 月，神田「今丈」で 24 名が集合して発足したことを書かれています 2)。この会の

世話役は尾沢改作氏(明治 42 年卒,開局），大島亀三郎氏(大正 7年卒,開局）及び麻生英

俊氏(大正 3年卒,警視庁）の 3氏が当り，出席者は三共関係 7 名,神奈川県庁から 3 名,

陸軍関係 6名,東京衛生試験場から 5名となっております。 

 これ以前は東京を拠点として開局された前記の尾沢氏及び大島氏が中心となって 

お世話され，爾来，尾沢氏は亡くなられた昭和 36 年頃まで，また大島氏も昭和 49年に 

ご逝去されるまで同窓会のため一筋に尽力され，この方々の努力によって今日の発展の

礎が築かれました。このほか職場別では，三共には代々長薬出身者が次々に入社され幹

部の方々も多く，会に協力されています。 

 旧いところでは神奈川県庁に片島正治氏(明治 33 年卒)，待山眞直氏(大正 9 年卒)， 

椿方辰氏(大正 13 年卒)，埼玉県庁に壷井小八郎氏(明治 43 年卒)がおられ，また神奈川

には日薬専務理事として永年活躍された谷岡忠二氏(大正 6年卒)，第一製薬に島田憲之

助氏(明治 44 年卒)がおられました。第一製薬にも三共と同様に多くの卒業生が就職さ

れ夫々幹部として活躍され東京支部の有力な支柱となっております。 

 さて，昭和初期では三共の丸の内薬局に勤務されていた大塚勝美氏(昭和 2 年卒)が同

窓会の運営の実務に当たられ，丸ビル 8階レストランで年 2回位の割合で会合を持たれ

ていました。この頃は不況就職難の時代でしたが，前半には諸富茂雄氏(大正 15 年卒,

内務省 3)),石橋巌氏(昭和 2 年卒,三共),中島虎男氏(昭和 2 年卒,開局),中村千春(昭和

3 年卒,三共),小島末太(昭和 4 年卒,三共)の諸氏，後半には昭和 8 年組の石塚元木(三

共),田中泰雄(衛生試験場),久米稠（ラジウム）の諸氏につづいて，野中脩(昭和 9年卒,

衛生試験所)，嘉川芳雄(昭和 10 年卒,田辺),山本亮一(昭和 10 年卒),野中宏平(昭和 11

年卒,田辺)の精鋭の諸氏が加わり，会も活況を呈しました。 

 

 昭和 10 年代に入りますと大塚氏が勤務を銀座三共薬局に移したため，ここが会の窓

口となり便利になりましたが，段々戦争の暗雲が濃くなり，後半は同窓会どころではな

くなりました。それでも 16 年頃までは大塚氏のお世話で銀座 7 丁目のアサヒビールで

細々ながら会を持っていました。この時代は北島昇吾(昭和 12 年卒,武田），河内敬朝

(昭和 13 年卒,衛生試験所），ついで昭和 14 年組の大野繁勝(第一），田中瑞穂(鉄道技

研),安沢大次(仲村滝），江木龍雄（厚生省），昭和 16 年組の水上明彦（三共）,佐藤知



道（第一），古田正則(山之内）の諸氏が進出して来ましたが，落ち着く間もなく多くの

方々が召集出征され，最後は首都圏の都市もほとんど灰燼のままで終戦を迎えました。

大塚氏もその間に東京を離れられました。終戦後の占額下では衣食住の苦難に加えて，

外地からの引揚者，軍の解除による除隊者が氾渡し，社会も政治も経済も混乱状態とな

りました。この間にあって昭和 22 年-23 年にかけて母校存廃の問題が起こり 4)高取先

生はインドシナから引揚げられて休む暇もなく，この問題に取り組まれ,再三上京きれ

今泉政喜参議院議員(明治 44 年卒,佐賀県選出)をはじめ篠原亀之輔薬学審議会委員(衛

生試験所)を拠点に文部省に働きかけられました。江本氏も厚生省に在職中のため側面

的な支援をされると共に有志と計って高取先生を囲み直接事情をお聞きし,協力を求め

るための会を開催しました。これが機縁となって戦後の同窓会が尾沢氏,大島氏の大先

輩を中心に再開されることになりました。その後しばらくは日本薬学会や日薬学術大会

に合わせて開催きれていました。 

 

 薬学部になってから卒業生も増え，女性の方々も多数加わり，昭和 35 年頃には東京

支部も黄金時代を迎えました。すなわち中村千春(昭和 3 年卒,三共），青木正彦(昭和 4

年卒,第一），嘉川芳雄(昭和 10 年卒,田辺），田中泰雄(昭和 8 年卒,山之内)，北島昇吾

(昭和 12年,武田），古田正則(昭和 16 年卒,山之内)の諸氏が，それぞれ営業部門の第一

線幹部として辣腕を振るわれ，大衆薬関係では堀泰助(昭和 17 年卒,救心)が社長とな

り，また谷岡忠二氏(大正 6年卒)が日薬専務理事として，また大島亀三郎氏も薬業協同

親合理事長として活躍され，満州から引揚げた井上尚夫氏(昭和 7年率)も手広く薬局経

営をされ，同じく水町善一戌(大正 5年卒)も研究活動を開始されるなど，東京の薬業界

は，その要枢に多くの長薬出身者を数えることになりました。世の中も皇太子の御成婚

によって明るさが開け，経済も高度成長期を迎え，次第に落ち着きを取り戻してきまし

た。同窓会も体制を整え，昭和 35 年 4 月には薬学会の開催に合わせて本郷華陽倶楽部

においで開催し，大島支部長，尾沢，中村，青木の各氏を顧問とし，幹事長は江本氏が

当って新たな出発をしました。 

 昭和 45年には中村千春氏(昭和 2 年卒,和光堂 5)）が社長就任と時を同じくして同窓 

会支部長になられ，会の発展に尽力されましたが，昭和 50年に病気療養のため退任， 



代わって掘泰助(昭和 17 年卒)が支部長に就任しました。この年それまであった東京支

部会則を改訂して，総会において，会長堀泰助氏，副会長江本龍雄氏，幹事長富安一夫

氏(昭和 34 年卒)，また西田貞治氏(昭和 9 年卒 6))を束京に迎えて監事に，そして中村

前支部長を名誉会長に各々満場一致で推挙しました。なお，堀会長就任に先立ち東京支

部を救心製薬内に設置し，「長薬同窓会東京支部会報」を昭和 49 年より毎年発行し，現

在，第 19 号に至っています。以降は毎年定期的に支部総会を開催し，その状況につい

ては本部の会報に機会あるごとに報告しています。 

平成元年では，会長堀泰助氏，副会長江本龍雄氏と変わらず，幹事長は松尾誠二氏 

(昭和 26年卒），監事北島昇吾氏(昭和 12 年卒)林田芳親氏(昭和 23 年卒），他幹事 10 名

と陣容を新たにしての運営に当たっております。現在，東京都と周辺在住の登線会員は

437 名で，年々会員も増加し，総会出席者も漸増しておりますので，会の発展も期して

待つべきものがあると確信しております。 
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―以上、「長崎大学 100 年史」より転載(219 頁～222)― 

 


